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このたびは、 「オシロ機能付きセ ッ ト 」 をお買い上げいただき、 ま こ とにあ りがと う ございます。
ご使用の前に、 本書をよ く お読みにな り、 正し く 安全にお使い く だ さい。

DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト は、 （以下、 「DST-i」） のオシロ付きモデル用ソ フ ト ウ ェ アです。
DST-i のオシロな し モデルおよび DST-i 以外のハー ド ウ ェ アでは使用できません。

はじめに
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本製品は、 適切な訓練を受け、 技能を身につけた自動車専門技術者によ り使用される ものです。 以下、 取
扱説明書を通じ て示されている安全メ ッ セージは、 本製品を使用する際に十分注意すべき こ と を使用者に
促すものです。

車両の診断 ・ 整備には、 作業を行う個人の技能と と もに、 多種多様な作業手順、 技術、 工具、 部品などを
使用し様々な結果が考えられるため、 それらすべての状況を網羅するア ドバイスや安全メ ッ セージを提示
する こ とはできません。 従って、 診断システムについて十分な知識を持つこ とは自動車専門技術者の責任
です。 適切な診断 ・ 整備の方法や処置のために活用し、 あなたの安全、 作業場にいる他の人の安全、 加え
て、 診断する車両や装置の安全を損なわないよ う、 適切な方法で作業を行う こ とが重要です。

本製品を使用する前提と し て、 使用者は車両システムを十分理解し ている ものと想定し ています。 本製品
を、 適切、 安全、 正確に使用するためには、 本製品の操作方法だけでな く 、 車両システムの原理も十分理
解する こ とが必要です。

本書では、 警告 ・ 注意を促す内容や禁止の行為に記号を用いています。 その表示と意味は次のとおり です。
内容をよ く 理解し てから本文をお読み く だ さい。

安全にお使いいただ く ために

警告 誤った取扱いによ り、 死亡や重傷などの重大な事故に結び付 く 可能性が大き
いもの。

注意 誤った取扱いによ り、 傷害を負う可能性、 または物的傷害の可能性がある も
の。 状況によ っては重大な結果に結び付 く 可能性がある もの。

禁止 取扱いにおいて、 禁止と なる行為。

強制 取扱いにおいて、 遵守し なければならない行為。
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製品取り扱い上の警告 ・ 注意

警告
「安全な診断を行う ためには」 に記載されている注意事項に従い、 診断 ・ 修理作業を実施し て く
だ さい。

参照 ： P.v 安全な診断を行う ためには （安全にお使いいただ く ために）

本製品を使用する前には、 診断する車両または装置のメ ーカーによ り提供されている安全メ ッ
セージや適用診断手順も参照し、 それに従って く だ さい。

注意事項に従わない場合、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

走行中に作業を し ないで く だ さい。

事故になる危険があ り ます。

ケーブルは、 作業者または運転制御装置に絡まるよ う な取り回し方を し ないで く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

発熱、 発火、 破裂または感電の原因と な り ますので、 以下のこ と を必ず守って く だ さい。

-本製品を分解、 改造し ないで く だ さい。

-本製品の定格電圧を超える電源に接続し ないで く だ さい。

-プローブなどを、 定格を超える電圧部分に接続し ないで く だ さい。
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注意
作業を実施する前に、 車輪に輪止めを し て動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

車両の下などの目に見えに く い場所で作業する場合、 必ずス タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンス
イ ッ チ） を OFF にし、 車両が絶対に動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジン始動や車両を移動する際は、 周り に他の作業者がいないこ と を確認し てから行って く
だ さい。

ECU やイ ンジ ェ ク タには 100V を超える高電圧が発生し ています。 作業を行う際は、 感電に十分
注意し て く だ さい。

部品を取り外す際は、 バッ テ リーのアース線を取り外し てから作業し て く だ さい。

コネク タ または車両の電気端子を接続し た り取り外す際は、 特別な指示がない限り、 必ずス
タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンスイ ッ チ） を OFF にし て く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

回転物の近 く で作業を行う際は、 安全メ ガネや保護衣服を着用し て く だ さい。

回転するエンジンによ り、 部品等が飛散し、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンが冷えている と き以外は、 ラジエータキャ ッ プを取り外さ ないで く だ さい。

高温で加圧されたエンジン冷却水を浴びる恐れがあ り ます。

排気装置、 マニホールド、 エンジン、 ラジエータ などの高温になる部分に素手で触れないで く
だ さい。

やけどの原因とな り ます。

高温のエンジン ・ 部品を触れた り、 扱う際は、 手袋を使用し て く だ さい。

エンジンの回転中は、 本製品のケーブルなどをエンジンルームの上を通し て作業し ないで く だ
さい。

ベルトやプーリーによ り、 ケーブル ・ 衣類などが巻き込まれ、 事故を引き起こす恐れがあ り ま
す。

水がかかるよ う な場所で作業し ないで く だ さい。

本製品を落と し た り強い衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

本製品に接続し たケーブルで本製品を持ち上げた り、 引っ張った り し ないで く だ さい。 移動や
設置の際は本製品を持って移動し て く だ さい。

本製品に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

故障の原因とな り ます。

使用する前に、 本製品に異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか点検し て く だ さい。
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安全な診断を行う ためには

バッ テ リーの上に金属工具を置かないで く だ さい。

バッ テ リーの近 く では火花を起こ さ ないで く だ さい。

バッテ リーガスが発火する恐れがあ り ます。

火のついた タバコ、 スパーク、 裸火、 その他の発火源は、 車両およびバッ テ リーから遠ざけて
く だ さい。

バッ テ リー ・ ケーブルを取り外す前には、 必ずス タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンスイ ッ チ） を
OFF にし、 ヘ ッ ド ラ イ ト やその他のアクセサリーを OFF にし て く だ さい。

バッ テ リーは、 金属製の装飾品を溶損する程の高い短絡電流を流すこ とができます。 バッ テ
リーの近 く で作業する前に、 指輪、 腕輪、 時計などの装飾品を取り外し て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

バッ テ リーを取り扱う作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネや保護手袋を使用し て く
だ さい。

バッ テ リーを取り扱う場合は、 近 く にた く さんの新鮮な水と石鹸を用意し て く だ さい。 万が一
バッ テ リー液が皮膚、 衣類、 または目に入った場合は、 該当部分を石鹸水で 10 分間洗って く だ
さい。 そ し て、 直ちに医療機関で診察、 治療を受けて く だ さい。

バッ テ リーの近 く で作業し ている間は、 目を直接こすった り、 触れた り し ないで く だ さい。

バッテ リー液によ り、 目や皮膚にやけどをする恐れがあ り ます。

ジャ ンパ ・ ワイヤまたは工具で、 バッ テ リー端子間の電気接続を行わないで く だ さい。

電力を有し ているか、 有し ているかも しれない電気端子を接地し ないで く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンを始動し て作業する際は、 排気ガスを強制的に屋外へ排気する設備がある場所で使用
し て く だ さい。

エンジン排気ガスには、 無臭の致死的ガスが含まれており、 中毒によ り、 死亡または重傷にい
たる可能性があ り ます。

地下ピ ッ ト や密閉された屋内のよ う に、 爆発性蒸気が集まる環境で、 本製品を使用し ないで く
だ さい。

作業中は、 喫煙し た り、 マ ッ チをすらないで く だ さい。

バッテ リーガスや爆発性のガスが発火する恐れがあ り ます。

診断を行っている と きには、 引火性のあるスプレーや洗浄用スプレーなどを使用し ないで く だ
さい。

万が一の爆発、 爆発に伴う火災に備え、 ガソ リ ン、 化学薬品および電気火災用の乾燥化学消化
器を作業場に備えて く だ さい。

作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネと保護衣服を使用し て く だ さい。

車両システムの故障や誤動作によ り、 燃料、 油蒸気、 高温蒸気、 有毒排気ガス、 酸、 冷媒、 そ
の他の異物を排出する恐れがあ り ます。

オシロスコーププローブやグラ ン ド ケーブルを本製品へ接続する場合、 または取り外す場合は、
コネク タの向きに注意し、 ま っすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続しよ う と した り、 傾いた状態で差し込んだ場合、 または傾いた状態で引き抜
いた場合、 コネクタの端子が破損し、 本製品に異常を引き起こす原因となる恐れがあ り ます。

ケーブルのコネク タ を引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引
き抜いて く だ さい。

コードの部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。
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1 ご使用の前に

DST-i には、 6 つの操作ボタンが配置されています。

画面によって、 操作ボタンの機能は異なり ます。
画面の下部には、 操作のガイ ドを示すガイダンスエリ アがあ り ます。
ガイダンスエリ アに表示される操作ガイダンスに従って操作してください。

1. DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト がイ ンス ト ールされた SD メ モ リーカー ド を DST-i に差し込みま

す。

1-1 基本操作

1-2 起動

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

SD メ モ リーカー ド については、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て く
だ さい。

DST-i 側オシロスコープソ フ ト のイ ンス ト ール方法については、 下記のダウンロー ドサイ ト
を参照し て く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/setup/

T02153J

T02085J
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2. オシロス コープ機能で使用するケーブル類を DST-i に接続し ます。

＜オプシ ョ ン品＞

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ケーブル類の接続については、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て く だ
さい。

オシロスコープ ソ フ ト を使用する際は、 AC/DC アダプ タ を使用し ないで く だ さい。

正常な値を計測するこ とができなくな り ます。

T02719J

T02235J

T02059J
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3. DST-i にデータ リ ン クケーブルを接続し ます。

4. 車両側の診断コネク タにデータ リ ン クケーブルを接続し ます。

注意

手順 3 と手順 4 の接続は順番通り に行って く だ さい。

注意

DST-i 専用のデータ リ ン クケーブル以外は使用し ないで く だ さい。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タへ接続する場合は、 コネク タの
向きに注意し、 まっすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続しよ う と した り、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネクタの端子が破損
し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因となる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネクタの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因となる
恐れがあ り ます。

T02964J
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5. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

オープニング画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 DST-i の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

T01897J

T02958J
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6. オープニング画面が表示されている状態でいずれかのボタ ンを押し ます。

メ イン メニュー画面が表示されます。

メ イン メニュー画面から選択可能な機能について説明します。

7. メ イ ン メ ニュー画面で 「オシロ」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

波形観測画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 側オシロスコープソ フ ト がイ ンス ト ールされた SD メ モ リーカー ドが挿入されていな
い場合は、 メ イ ン メ ニュー画面は表示されません。

いずれかのボタ ンを押し た後、 エラー画面が表示された場合は、 以下の説明ページを参照し
て く だ さい。

参照 ： P.6 エラー画面が表示された場合 （1 章 ご使用の前に／起動）

機 　 能 内 　 　 　 容

オシロ
DST-i にオシロスコーププローブを接続して、 各チャンネルに入力された
信号の波形を DST-i 本体の画面で観測するこ とができます。

PC オシロ
DST-i にオシロスコーププローブを接続して、 各チャンネルに入力された
信号の波形をパソコンの画面で観測するこ とができます。

本体設定 DST-i の設定を変更し、 カスタマイズするこ とができます。

T02962J
B A

T02962J
B A

T02322J
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エラー画面が表示された場合
オープニング画面でいずれかのボタンを押した後、 またはメ イン メニュー画面で 「オシロ」 を選択
し、 A ボタンを押した後にエラー画面が表示された場合は、 以下の原因が考えられます。

エラーコー ドが 「00000002」 の場合

エラーコー ドが 「00000006」 の場合

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

画面右下のエラーコー ド によ って、 考えられる原因が異な り ます。

考えられる原因 確認内容

SD メ モ リーカー ド に DST-i 側オシロスコー

プ ソ フ ト がイ ンス ト ールされていません。
DST-i 側オシロスコープソフ ト をインス トールし
て ください。

SD メ モ リーカー ドが破損し ています。

SD メモ リーカードをフォーマッ ト してから、
DST-i 側オシロスコープソフ ト をインス トールし
直して ください。
それでもエラー画面が表示される場合は、 他の
SD メモ リーカードを使用してください。

考えられる原因 確認内容

DST-i 本体と SD メ モ リーカー ドの組み合わ

せが正し く あ り ません。

DST-i 側オシロスコープソフ ト をインス トールす
る際に使用した DST-i をご利用ください。
または、 DST-i 側オシロスコープソフ ト をインス
トールし直して ください。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

その他のエラーコー ドが表示された場合は、 ご購入店も し く は最寄りの株式会社デン ソーソ
リ ューシ ョ ンまでお問い合わせ く だ さい。

T02160J
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1. DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト を終了させます。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. 車両側の診断コネク タからデータ リ ン クケーブルを取り外し ます。

4. DST-i からデータ リ ン クケーブルを取り外し ます。

5. オシロス コープ機能で使用し たケーブル類を DST-i から取り外し ます。

1-3 終了

注意

データ リ ン クケーブルを車両側の診断コネク タから取り外すと きは、 車両のス タータ スイ ッ チ
（イグニシ ョ ンスイ ッ チ） を OFF にし てから行って く だ さい。

手順 3 と手順 4 の取り外しは順番通り に行って く だ さい。

注意

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タから取り外す場合は、 コネク タ
に対し てまっすぐ静かに引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネクタの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす
原因となる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コードの部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ケーブル類の取り外しについては、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て
く だ さい。
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2 DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト の機能

DST-i 側オシロスコープソフ トには、 「波形観測」 と 「長時間データ計測」 の二つの機能があ り ます。

操作の流れ

2-1 機能

機能 波形観測 長時間データ計測

機能内容
オシロスコープと して信号波形を観測する
こ とができ、 観測データを保存するこ とが
できます。

長時間計測した波形のデータを記録するこ
とができ、 記録したデータを保存するこ と
ができます。

設定条件

ト リ ガモード （時間レンジ） ：

･ AUTO （500ns/div ～ 5ms/div）

･ NORMAL

･ SINGLE

ト リ ガモード （時間レンジ） ：

･ AUTO （10ms/div ～ 10s/div）

画面 1 画面表示 （リ アルタイム表示）
長時間表示 （記録時間設定による）
記録時間 ： 1min ～ 40h

T02417J
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波形観測機能の操作 ・ 設定は、 以下のとおりです。

長時間データ計測機能の操作 ・設定は、 以下のとおりです。

波形観測機能

機能 操作 ・ 設定 参照ページ

波形観測

停止／開始 P.11

時間レンジ設定 P.12

波形の表示 ・非表示切替 P.13

グランド位置設定 P.13

電圧レンジ設定 P.14

ト リ ガ設定 P.15

データの保存 P.30

長時間データ計測機能

機能 操作 ・ 設定 参照ページ

長時間データ計測

記録時間を指定しての計測 P.23

プリ タイムを設定しての計測 P.24

ト リ ガを設定しての計測 P.26

データの保存 P.30
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3 DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト の操作

入力された波形の観測を行います。

画面例と画面各部の名称について、 下図に示します。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

以降の説明では、 4ch アダプ タ セ ッ ト を使用し て 4 チャ ンネル分の波形を観測し た画面を使用し ていま
す。

ご購入時の初期状態では 2 チャンネル分の波形しか観測できません。

3-1 波形観測

画面の構成

T02323J
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1. 波形観測画面で B ボタ ンを押し ます。

波形観測が停止し、 データ再生画面が表示されます。

2. データ再生画面で B ボタ ンを押し ます。

観測停止中の波形観測画面が表示されます。

3. 観測停止中に、 波形観測画面で B ボタ ンを押し ます。

波形観測が再開されます。

停止／開始

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

データ再生画面に表示されている波形を保存する こ とができます。

データの保存については、 以下を参照してください。

参照 ： P.30 データの保存 （3 章 DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト の操作）

T02322J T02324J

T02325J

T02514J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り時間レンジ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで時間レンジの値を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

時間レンジ表示部に設定した値が表示されます。

操作ボタ ン

時間レンジ設定

右ボタ ン ： 時間レンジの値を 1 段階ずつ上げます。

左ボタ ン ： 時間レンジの値を 1 段階ずつ下げます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

上ボタ ンおよび下ボタ ンを押すと、 時間レンジの値を 3 段階ずつ変更する こ とができます。

上ボタンで値が上がり、 下ボタンで値が下がり ます。

T02326J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り チャ ンネル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで波形の表示／非表示を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

OFF を選択した場合は、 チャンネル表示部に OFF が表示されます。

操作ボタ ン

3. 波形の表示 ・ 非表示切替を ON に設定し た場合、 上ボタ ンおよび下ボタ ンでグラ ン ド位置 （0V 位

置） を指定し、 A ボタ ンを押し ます。

操作ボタ ン

チャ ンネル設定 （波形の表示 ・ 非表示切替、 グラ ン ド位置）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形を表示するには 「ON」、 非表示にするには 「OFF」 に設定し ます。

右ボタ ン ： 波形の表示 ・ 非表示切替を OFF に設定し ます。

左ボタ ン ： 波形の表示 ・ 非表示切替を ON に設定し ます。

上ボタ ン ： グラ ン ド位置を上げます。 （波形の表示 ・ 非表示切替が ON の場合のみ）

下ボタ ン ： グラ ン ド位置を下げます。 （波形の表示 ・ 非表示切替が ON の場合のみ）

T02328J

T02440J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り電圧レンジ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 上ボタ ンおよび下ボタ ンで電圧レンジの値を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

電圧レンジ表示部に設定した値が表示されます。

操作ボタ ン

電圧レンジ設定

上ボタ ン ： 電圧レンジの値を 1 段階ずつ上げます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

下ボタ ン ： 電圧レンジの値を 1 段階ずつ下げます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右ボタ ンおよび左ボタ ンを押すと、 電圧レンジの値を 3 段階ずつ変更する こ とができます。

右ボタンで値が上がり、 左ボタンで値が下がり ます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

電圧レンジを 「OFF」 に設定する と、 そのチャ ンネルの信号が表示されな く な り ます。

T02329J
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ト リ ガに関する各種設定を行う こ とができます。

･ ト リ ガモード設定

･ ト リ ガチャンネル設定

･ ト リ ガレベル設定

･ ト リ ガスロープ設定

･ ト リ ガポジシ ョ ン設定

ト リ ガモー ド設定
ト リ ガモードを設定します。

設定項目

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガモー ド表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガモー ド を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ト リ ガモード表示部に選択したモードが表示されます。

操作ボタ ン

ト リ ガ設定

項 　 目 内 　 　 　 容

AUTO
指定した ト リガ条件を検出、 あるいは一定時間経過後に波形表示を更新しま
す。 時間レンジを 10ms/div ～ 10s/div に設定する と、 長時間データ計測が可能
になり ます。

NORMAL
指定した ト リガ条件と一致する度に波形を表示します。
ト リガがかからない条件下では、 画面上部に 「WAITING」 が表示され、 波形
は表示されません。

SINGLE
指定した ト リガ条件と最初に一致したと き、 波形を表示後に停止します。
ト リガがかからない条件下では、 画面上部に 「WAITING」 が表示され、 波形
は表示されません。

右ボタ ン ： モー ド選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： モー ド選択のカーソルを左に移動し ます。

T02331J
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ト リ ガチャ ンネル設定
ト リ ガチャンネルを切り替えます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガチャ ンネル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガ条件を設定するチャ ンネルを選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ト リ ガチャンネル表示部に選択したチャンネルが表示されます。

操作ボタ ン

ト リ ガレベル設定
設定した ト リガチャンネルのト リガレベルを設定します。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガレベル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 上ボタ ンおよび下ボタ ンで ト リ ガレベルを指定し、 A ボタ ンを押し ます。

設定した ト リガレベルが画面右側に三角マークで表示されます。

操作ボタ ン

右ボタ ン ： チャ ンネル選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： チャ ンネル選択のカーソルを左に移動し ます。

上ボタ ン ： ト リ ガレベルを上げます。

下ボタ ン ： ト リ ガレベルを下げます。

T02330J

T02332J
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ト リ ガスロープ設定
設定した ト リガチャンネルのト リガスロープを切り替えます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガスロープ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガスロープの立ち上がり／立ち下がり を選択し、 A ボタ ンを押し

ます。
ト リ ガスロープ表示部および、 画面右側に立ち上がり または立ち下がりのマークが表示されます。

操作ボタ ン

ト リ ガポジシ ョ ン設定
設定した ト リガチャンネルのト リガポジシ ョ ンを設定します。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガポジシ ョ ン表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガポジシ ョ ンを指定し、 A ボタ ンを押し ます。

設定した ト リガポジシ ョ ンが画面上側に T マークで表示されます。

操作ボタ ン

右ボタ ン ： スロープ選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： スロープ選択のカーソルを左に移動し ます。

右ボタ ン ： ト リ ガポジシ ョ ンを右に移動し ます。

左ボタ ン ： ト リ ガポジシ ョ ンを左に移動し ます。

T02333J

T02334J
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長時間計測した波形のデータを記録するこ とができます。
ト リガモードが AUTO でかつ時間レンジを 10ms/div ～ 10s/div に設定する と、 長時間データ計測が可能に
なり ます。
記録開始マークを押して取得したデータは、 データ再生時に時間レンジを設定し直して波形を表示するこ
とができません。

画面例と画面各部の名称について、 下図に示します。

3-2 長時間データ計測

長時間データ計測の流れ

画面の構成

T02810J

T02355J
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時間レンジ とサンプ リ ングレー ト 、 記録時間、 計測データ フ ァ イルサイズについて

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガモー ド表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで 「AUTO」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ト リ ガモード表示部に 「AUTO」 が表示されます。

操作ボタ ン

時間レンジ サンプ リ ングレー ト
最長記録時間
（1 回あた り）

最大フ ァ イルサイズ
（1 回あた り）

10s/div 32S/s 40 時間 約 20MByte

5s/div 64S/s 40 時間 約 35MByte

2s/div 160S/s 40 時間 約 90MByte

1s/div 320S/s 40 時間 約 180MByte

500ms/div 640S/s 40 時間 約 360MByte

200ms/div 1.6kS/s 20 時間 約 440MByte

100ms/div 3.2kS/s 10 時間 約 440MByte

50ms/div 6.4kS/s 5 時間 約 440MByte

20ms/div 16kS/s 2 分 (2ch 4 分 ) 約 8MByte

10ms/div 32kS/s 1 分 (2ch 2 分 ) 約 8MByte

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

サンプ リ ングレー ト と記録時間は、 設定されている時間レンジによ り異な り ます。

サンプ リ ングレー ト によ り記録できる時間が異な り ます。
数値が大き く なるにつれ、 細かいデータ を記録できますが、 記録時間は短 く な り ます。

よ り詳細なデータ を記録し たい場合は、 パソ コ ン側オシロスコープソ フ ト を使用し て く だ さ
い。

ト リ ガモー ド設定

右ボタ ン ： モー ド選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： モー ド選択のカーソルを左に移動し ます。

T02441J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り時間レンジ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで 10ms/div ～ 10s/div の値で選択し、 A ボタ ンを押し ます。

時間レンジ表示部に設定した値が表示されます。

操作ボタ ン

時間レンジ設定

右ボタ ン ： 時間レンジの値を 1 段階ずつ上げます。

左ボタ ン ： 時間レンジの値を 1 段階ずつ下げます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

上ボタ ンおよび下ボタ ンを押すと、 時間レンジの値を 3 段階ずつ変更する こ とができます。

上ボタンで値が上がり、 下ボタンで値が下がり ます。

T02442J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り チャ ンネル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで波形の表示／非表示を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

OFF を選択した場合は、 チャンネル表示部に OFF が表示されます。

操作ボタ ン

3. 波形の表示 ・ 非表示切替を ON に設定し た場合、 上ボタ ンおよび下ボタ ンでグラ ン ド位置 （0V 位

置） を指定し、 A ボタ ンを押し ます。

操作ボタ ン

チャ ンネル設定 （波形の表示 ・ 非表示切替、 グラ ン ド位置）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形を表示するには 「ON」、 非表示にするには 「OFF」 に設定し ます。

右ボタ ン ： 波形の表示 ・ 非表示切替を OFF に設定し ます。

左ボタ ン ： 波形の表示 ・ 非表示切替を ON に設定し ます。

上ボタ ン ： グラ ン ド位置を上げます。 （波形の表示 ・ 非表示切替が ON の場合のみ）

下ボタ ン ： グラ ン ド位置を下げます。 （波形の表示 ・ 非表示切替が ON の場合のみ）

T02443J

T02444J
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り電圧レンジ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 上ボタ ンおよび下ボタ ンで電圧レンジの値を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

電圧レンジ表示部に設定した値が表示されます。

操作ボタ ン

電圧レンジ設定

上ボタ ン ： 電圧レンジの値を 1 段階ずつ上げます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

下ボタ ン ： 電圧レンジの値を 1 段階ずつ下げます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右ボタ ンおよび左ボタ ンを押すと、 電圧レンジの値を 3 段階ずつ変更する こ とができます。

右ボタンで値が上がり、 左ボタンで値が下がり ます。 （最後に 「OFF」 が表示されます。）

電圧レンジを 「OFF」 に設定する と、 そのチャ ンネルの信号が表示されな く な り ます。

T02445J
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長時間データ計測を行う と きの各種記録条件を設定するこ とができます。

記録時間設定
記録時間を設定するこ とができます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り記録時間表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで記録時間を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

記録時間表示部に設定した時間が表示されます。

操作ボタ ン

長時間データ計測記録条件の設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測を し ている状態で、 以下の設定を し て く だ さい。

右ボタ ン ： 記録時間の値を 1 段階ずつ上げます。

左ボタ ン ： 記録時間の値を 1 段階ずつ下げます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

上ボタ ンおよび下ボタ ンを押すと、 記録時間の値を 3 段階ずつ変更する こ とができます。

上ボタンで値が上がり、 下ボタンで値が下がり ます。

T02446J
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プ リ タ イム設定
長時間データ計測は、 記録開始マークを押したと きまたは設定した ト リガ条件を満たしたと きに記録
を開始します。
DST-i 側オシロスコープソフ トは、 この記録開始時点よ り前のデータも記録するこ とができます。 こ
の記録開始時点よ り前のデータのこ とを 「プ リ ト リガ」 といいます。
プ リ ト リガ部分の記録時間を 「プ リ タイム」 といい、 時間設定するこ とができます。 これを 「プ リ タ
イム設定」 といいます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り プ リ タ イム表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンでプ リ タ イムを選択し、 A ボタ ンを押し ます。

プリ タイム表示部に設定した時間が表示されます。

操作ボタ ン

右ボタ ン ： プ リ タ イムの時間を 1 段階ずつ上げます。

左ボタ ン ： プ リ タ イムの時間を 1 段階ずつ下げます。 （最後に 「AUTO」 が表示されます。）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

プ リ タ イムを 「AUTO」 にし た場合、 1 画面分の時間 （設定し た時間レンジの 12 マス分） が
プ リ タ イムと な り ます。

AUTO でプ リ ト リ ガが 1 秒未満のデータの場合、 画面右上に 「00h00m01」 と表示されます。

時間レンジによ り設定できるプ リ タ イムが異な り ます。

T02447J
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長時間計測データを SD メモ リーカードに記録するこ とができます。

＜記録開始 ト リ ガを設定し ないで記録する場合＞

1. 波形観測画面で画面下側の選択項目よ り ト リ ガレベル表示部で 「OFF」 を選択し、 A ボタ ンを押

し ます。

2. 波形観測画面で画面左下の記録開始マーク を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

長時間データ計測の記録が開始され、 画面上部に 「REC」 が表示されます。

記録開始

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

記録を開始するには、 以下の 2 通りの方法があ り ます。

･ 記録開始ト リガを設定しないで記録する場合

･ 記録開始ト リガを設定して記録する場合

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

記録開始マーク を押し て取得し たデータは、 データ再生時に時間レンジを設定し直し て波形
を表示する こ とができません。

T02515J

T02448J
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＜記録開始 ト リ ガを設定し て記録する場合＞

ト リ ガに関する各種設定を行う こ とができます。

･ ト リ ガチャンネル設定

･ ト リ ガレベル設定

･ ト リ ガスロープ設定

1. 波形観測画面で画面下側の選択項目よ り ト リ ガレベル表示部で 「ON」 を選択し、 A ボタ ンを押し

ます。

ト リ ガチャ ンネル設定
ト リ ガチャンネルを切り替えます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガチャ ンネル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガ条件を設定するチャ ンネルを選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ト リ ガチャンネル表示部に選択したチャンネルが表示されます。

操作ボタ ン

右ボタ ン ： チャ ンネル選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： チャ ンネル選択のカーソルを左に移動し ます。

T02479J

T02464J
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ト リ ガレベル設定
設定した ト リガチャンネルのト リガレベルを設定します。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガレベル表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 上ボタ ンおよび下ボタ ンで ト リ ガレベルを指定し、 A ボタ ンを押し ます。

設定した ト リガレベルが画面右側に三角マークで表示されます。

操作ボタ ン

ト リ ガスロープ設定
設定した ト リガチャンネルのト リガスロープを切り替えます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り ト リ ガスロープ表示部を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

2. 右ボタ ンおよび左ボタ ンで ト リ ガスロープの立ち上がり／立ち下がり を選択し、 A ボタ ンを押し

ます。
ト リ ガスロープ表示部および、 画面右側に立ち上がり または立ち下がりのマークが表示されます。

操作ボタ ン

上ボタ ン ： ト リ ガレベルを上げます。

下ボタ ン ： ト リ ガレベルを下げます。

右ボタ ン ： スロープ選択のカーソルを右に移動し ます。

左ボタ ン ： スロープ選択のカーソルを左に移動し ます。

T02465J

T02466J
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記録開始

1. 波形観測画面で画面左下の記録開始マーク を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ト リ ガ検出待ちの状態になり、 画面上部に 「WAITING」 が表示されます。

計測開始ト リガの条件を検出する と、 計測データの記録が開始され、 画面上部に 「REC」 が表示
されます。

T02450J

T02451J



3  DST-i 側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 29 -

1. 設定し た記録時間が経過し た後、 データ再生画面が表示されます。

記録されたデータのファイル名は、 Temp とい う名前で仮作成されます。

記録停止

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

設定し た記録時間に達し ていない場合でも、 記録中に A ボタ ンを押すと、 そこ までの記録
データ を保存できます。

保存し ない場合は、 データ再生画面で B ボタ ンを押し、 保存確認メ ッ セージ画面で 「NO」
を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

波形観測画面に戻り ます。

保存確認メ ッセージ表示を非表示に設定している場合は、 保存確認メ ッセージ画面は表示さ
れません。

T02452J

T02453J

T02454J
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画面イ メージおよび長時間計測データを保存するこ とができます。

画面イ メ ージの保存

1. データ再生画面下側の選択項目よ り 「SAVE」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

保存メニュー画面が表示されます。

3-3 データの保存

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存し た画面イ メ ージは、 波形の拡大 ・ 縮小表示できません。

T02455J T02336J
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2. 保存メ ニュー画面で 「SCREEN COPY」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

データが保存され、 保存完了画面が表示されます。

3. 保存完了画面で A ボタ ンを押し ます。

保存メニュー画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存フ ァ イル名が既に存在し ている場合は、 以下のメ ッ セージが表示されます。

「OK」 を選択し A ボタンを押すと、 上書き保存します。

「BACK」 を選択し A ボタンを押すと、 保存メニュー画面に戻り ます。

※観測中のデータは保存できません。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

フ ァ イル名は “SC ＋連番” で自動的に設定されます。

最大保存件数は 100 件です。

T02337J T02338J

T02339J
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長時間計測データの保存

1. 長時間計測データ再生画面下側の選択項目よ り 「SAVE」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

保存メニュー画面が表示されます。

2. 保存メ ニュー画面で 「DST-i OSCILLO DATA」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

データが保存され、 保存完了画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存し た長時間計測データは、 波形の拡大 ・ 縮小表示ができます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存フ ァ イル名が既に存在し ている場合は、 以下のメ ッ セージが表示されます。

「OK」 を選択し A ボタンを押すと、 上書き保存します。

「BACK」 を選択し A ボタンを押すと、 保存メニュー画面に戻り ます。

※観測中のデータは保存できません。

T02456J T02340J

T02337J T02341J

T02458J
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3. 保存完了画面で A ボタ ンを押し ます。

保存メニュー画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

フ ァ イル名は “DO ＋連番” で自動的に設定されます。

最大保存件数は 100 件です。
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画面イ メージおよび長時間計測データを読み込んで再生するこ とができます。

画面イ メ ージの読み込み

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

3-4 データの読み込み

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

画面イ メ ージは、 波形の拡大 ・ 縮小表示できません。

T02459J T02343J



3  DST-i 側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 35 -

2. メ ニュー画面で 「OPEN」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

再生メニュー画面が表示されます。

3. 再生メ ニュー画面で 「SCREEN COPY」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

画面イ メージ選択画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

Ver.1.00 で取得し たデータが格納される SD メ モ リーカー ドの 「WAVE DATA」 フ ォルダ、
「DATA LOGGER」 フ ォルダが、 以下階層にある場合のみ、 再生メ ニュー画面に 「WAVE 
DATA」、 「LOGGER DATA」 が表示されます。

Ver.1.00 で取得し たデータ を読み込む場合は、 再生メ ニュー画面で 「WAVE DATA」 または
「LOGGER DATA」 を選択し、 フ ァ イルを指定し て く だ さい。

T02344J

T02418J

T02345J
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4. 画面イ メ ージ選択画面で再生する フ ァ イル名を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

選択した画面イ メージの再生画面が表示されます。

5. 画面イ メ ージ再生画面で A ボタ ンまたは B ボタ ンを押し ます。

画面イ メージ選択画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ガイダンスエ リ アに、 操作ガイダンス と再生中の画面イ メ ージのフ ァ イル名が交互に表示さ
れます。

T02346J
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長時間計測データの読み込み

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

2. メ ニュー画面で 「OPEN」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

再生メニュー画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

Ver.1.00 で取得し たデータが格納される SD メ モ リーカー ドの 「WAVE DATA」 フ ォルダ、
「DATA LOGGER」 フ ォルダが、 以下階層にある場合のみ、 再生メ ニュー画面に 「WAVE 
DATA」、 「LOGGER DATA」 が表示されます。

Ver.1.00 で取得し たデータ を読み込む場合は、 再生メ ニュー画面で 「WAVE DATA」 または
「LOGGER DATA」 を選択し、 フ ァ イルを指定し て く だ さい。

T02459J T02343J

T02347J

T02418J
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3. 再生メ ニュー画面で 「DST-i OSCILLO DATA」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

長時間計測データ選択画面が表示されます。

4. 長時間計測データ選択画面で再生する フ ァ イル名を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

選択した長時間計測データの再生画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

長時間計測データ再生画面では、 時間レンジ、 チャ ンネル （波形の表示 ・ 非表示切替、 グラ
ン ド位置）、 電圧レンジを設定し直し て波形を表示する こ とができます。

設定方法は、 波形観測画面での操作と同様です。

Ver.1.00 の 「DATA LOGGER」 で取得し たデータおよび、 記録開始マーク を押し て取得し た
データは、 時間レンジを設定し直し て波形を表示する こ とができません。

T02348J

T02349J
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5. 長時間計測データ再生画面のスク ロールバーを選択し、 A ボタ ンを押し ます。

6. 長時間計測データ再生画面で、 B ボタ ンを押し ます。

長時間計測データ選択画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右ボタ ンおよび左ボタ ンを押すと、 1 画面ずつ手動で長時間計測データの表示を移動させる
こ とができます。

右ボタンで 1画面進み、 左ボタンで 1画面戻り ます。

上ボタ ンおよび下ボタ ンを押すと、 「スク ロールバーの左端」、 「記録開始位置」、 「スク ロー
ルバーの右端」 を移動し ます。

T02462J
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画面イ メージおよび長時間計測データを削除するこ とができます。

画面イ メ ージの削除

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

3-5 データの削除

T02459J T02350J
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2. メ ニュー画面で 「DELETE」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

削除メニュー画面が表示されます。

3. 削除メ ニュー画面で 「SCREEN COPY」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

画面イ メージ選択画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

Ver.1.00 で取得し たデータが格納される SD メ モ リーカー ドの 「WAVE DATA」 フ ォルダ、
「DATA LOGGER」 フ ォルダが、 以下階層にある場合のみ、 削除メ ニュー画面に 「WAVE 
DATA」、 「LOGGER DATA」 が表示されます。

Ver.1.00 で取得し たデータ を削除する場合は、 削除メ ニュー画面で 「WAVE DATA」 または
「LOGGER DATA」 を選択し、 フ ァ イルを指定し て く だ さい。

T02351J

T02460J

T02345J
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4. 画面イ メ ージ選択画面で削除する フ ァ イル名を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

削除確認画面が表示されます。

5. 削除確認画面で 「OK」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

データが削除され、 画面イ メージ選択画面に戻り ます。

長時間計測データの削除

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

注意

削除し たデータ を元に戻すこ とはできません。 削除する前に確認し て く だ さい。

削除をキャ ンセルする場合は、 削除確認画面で 「BACK」 を選択し、 A ボタ ンを押し て く だ
さい。

T02352J

T02459J T02350J
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2. メ ニュー画面で 「DELETE」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

削除メニュー画面が表示されます。

3. 削除メ ニュー画面で 「DST-i OSCILLO DATA」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

長時間計測データ選択画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

Ver.1.00 で取得し たデータが格納される SD メ モ リーカー ドの 「WAVE DATA」 フ ォルダ、
「DATA LOGGER」 フ ォルダが、 以下階層にある場合のみ、 削除メ ニュー画面に 「WAVE 
DATA」、 「LOGGER DATA」 が表示されます。

Ver.1.00 で取得し たデータ を削除する場合は、 削除メ ニュー画面で 「WAVE DATA」 または
「LOGGER DATA」 を選択し、 フ ァ イルを指定し て く だ さい。

T02353J

T02460J

T02461J
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4. 長時間計測データ選択画面で削除する フ ァ イル名を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

削除確認画面が表示されます。

5. 削除確認画面で 「OK」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

データが削除され、 長時間計測データ選択画面に戻り ます。

注意

削除し たデータ を元に戻すこ とはできません。 削除する前に確認し て く だ さい。

削除をキャ ンセルする場合は、 削除確認画面で 「BACK」 を選択し、 A ボタ ンを押し て く だ
さい。

T02354J
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オシロスコープのゼロ点を再調整するこ とができます。
ゼロ点補正は、 オシロスコープ用のケーブル類をすべて取り外した状態で実施します。

1. 各チャ ンネルの波形が 0V 位置で水平になっている こ と を確認し ます。

2. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

3. メ ニュー画面で 「ADJUST ZERO」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

補正確認画面が表示されます。

3-6 ゼロ点補正

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

オシロスコープ用のケーブルには、 オシロスコーププローブ、 グラ ン ド ケーブル、 4ch アダプ タ （オ
プシ ョ ン品） があ り ます。

T02459J T02379J

T02380J
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4. 補正確認画面で 「START」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

ゼロ点補正が終了する と、 メニュー画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ゼロ点補正をキャ ンセルする場合は、 補正確認画面で 「BACK」 を選択し、 A ボタ ンを押し
て く だ さい。

T02337J
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長時間計測データを保存していない状態で B ボタンを押した際に表示される保存確認メ ッセージ画面の表
示 ・ 非表示変更するこ とができます。

1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

2. メ ニュー画面で 「SETTING」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メ ッセージ表示設定画面が表示されます。

3-7 保存確認メ ッ セージ表示 ・ 非表示設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存確認メ ッ セージ画面内のチ ェ ッ クボ ッ クスにレ点を付ける こ とによ って、 保存確認メ ッ セージ
画面を非表示にする こ と もできます。

T02516J

T02459J T02467J

T02468J
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3. メ ッ セージ表示設定画面でチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 A ボタ ンを押し ます。

チェッ クボッ クスにレ点が表示されます。

4. メ ッ セージ表示設定画面で 「BACK」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面に戻り ます。
以降、 保存確認メ ッセージ画面は表示されません。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存確認メ ッ セージ画面を表示する場合は、 チ ェ ッ クボ ッ クスのレ点を外し て く だ さい。
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1. 波形観測画面下側の選択項目よ り 「MENU」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

メニュー画面が表示されます。

2. メ ニュー画面で 「OSCILLOSCOPE END」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

DST-i が再起動されて、 オープニング画面が表示されます。

3-8 オシロス コープの終了

T02459J T02381J
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4 こんな と きは

DST-i 側オシロスコープソフ ト を使用中に画面が動かなくなった場合は、 以下の手順で対処します。

1. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

モードスイ ッチを OFF にしても画面のフ リーズが解消されない場合は、 ご購入店もし くは最寄り
の株式会社デンソーソ リ ューシ ョ ンまでお問い合わせください。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし て再起動し ます。

再起動しても画面のフ リーズが解消されない場合は、 ご購入店もし くは最寄りの株式会社デン
ソーソ リ ューシ ョ ンまでお問い合わせください。

4-1 使用中に動かな く なったら

4-2 システム メ ッ セージが表示されたら

メ ッ セージ 確認内容

SD Card is not found. Please insert SD Card.
データ保存時に SD メ モ リーカー ド を認識できませんで し た。

SD メモ リーカードを DST-i に挿入して ください。

SD Card is Full. Could not create new file.

データ保存時に SD メ モ リーカー ドの空き容量が不十分で し

た。 （300KB 未満しか空き容量があ り ません。）

不要なデータを削除してください。
※計測中のデータは保存できません。

Adjusting failure.
ゼロ点補正の実行中にエラーが発生し ま し た。

ご購入店もし くは最寄りの株式会社デンソーソ リ ューシ ョ ン
までお問い合わせください。

Error. Maximum number of files.
保存可能フ ァ イル数の上限 （100 件） を超えま し た。

不要なデータを削除してください。
※計測中のデータは保存できません。

Error, SD is write-protected.

SD メ モ リーカー ドがデータ書き込み禁止状態になっていま

す。

書き込み禁止を解除してください。
※計測中のデータは保存できません。

Failed to read file.
保存データ読出時にフ ァ イルが正し く あ り ませんで し た。

DST-i 側オシロスコープソフ トのバージ ョ ンを確認してくだ
さい。
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